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第 25回情報処理教育研究発表会に参加して 
 
電気電子工学科 丸山晃生 
 
本稿では，2005年 8月に参加した第 25回情報処理教育研究発表会について報告する．研究
発表会全体を通しての発表内容・発表状況，研究発表会後におこなわれた特別講演会，懇親
会のそれぞれについて報告する．他高専の情報処理教育に関する様々な取り組みや現状につ
いての情報交換／意見交換ができる場として，この研究発表会は有益である． 
 
１．はじめに 
 
 20 世紀終わりから急速に発達してきた情報
化は，近年のブロードバンド・インターネット
接続に伴い，今後ますます社会において普及し
ていく様相を呈している．そのような中で，情
報の取捨選択能力や情報処理技術を修得するこ
とは，我々末端ユーザにも望まれることである．
現代では，この情報化社会に対応するように，
義務教育の段階から計算機を使った情報処理教
育がおこなわれるようになってきている．情報
処理教育の重要性は，高等専門学校においても
顕著に表れている．これは，早期の専門教育が
高等専門学校の特徴の一つであり，多くの場面
で情報処理技術が必要とされているためである．
高等専門学校が開催している情報処理教育研究
発表会は，高等専門学校における様々な情報処
理教育の実践事例や教育用電子計算機システム
の管理運用などについて報告している．以下で
は，2005 年 8 月 23 日に参加した第 25 回高等
専門学校情報処理教育研究発表会  [5] について
報告する． 
今年度の情報処理教育研究発表会は，島根県
松江市の松江テルサ（松江駅前）でおこなわれ
た． 
今回は松江工業高等専門学校が主管校として開
催され，情報処理学会，電子情報通信学会，電
気学会の 3学会が協賛学会であった．発表会は
50名程度収容可能な3会場（中会議室）で並列に
おこなわれた．開会式，特別講演会，閉会式は
100 名程度収容可能な大会議室でおこなわれた．
今回の研究発表会で，多くの教育実践事例や
様々な計算機管理運用事例に触れる機会を得た
ことは，今後の教育現場で活かすことができる
と考えている． 
 
２．発表内容・発表状況 
 
 今回の研究発表会の発表内容を大別すると，
表 1に示すようになる．教育用電子計算機周辺
の管理運用についての発表が 26件，様々な教育
実践事例が 28件，プログラミングコンテストに
関する報告が 2件，その他 4件の報告があった 
[3] ． 
表１：発表内容 
教育用電子計算機システム 7 件
情報教育環境（整備・運用） 9 件
ネットワーク管理 5 件
セキュリティ，ウィルス対策 4 件
管
理
運
用 学生の PC 利用状況調査 1 件
26 件
情報処理技術を活かした教育 6 件
情報基礎（リテラシー）教育 4 件
プログラミング導入教育 5 件
ネットワーク教育 2 件
語学教育・e-Learning 5 件
教
育
事
例
教育支援システム 6 件
28 件
   プログラミングコンテスト 2 件
   その他 4 件
計 60 件
 
 その他 4件の発表の中には，高専間教材共有
システム構築の報告，長岡工業高等専門学校の
計算機システムに対する中越地震の影響に関す
る報告などが含まれていた．教育事例報告とし
ては，情報工学・情報科学分野ばかりでなく，
様々な分野（機械工学，海洋工学など）におけ
る情報処理技術を応用した報告があった． 
福井工業高等専門学校総合情報処理センター
からは，私と内藤岳史技術職員が参加した．ま
た，電子情報工学科から，藤原正敏教授，下條
雅史助教授が参加していた． 
 
発表会では，次の内容について発表した． 
 
蘆田，平井，丸山，大嶋， 
「福井高専における情報基礎教育の取り組み」 
 
 本発表は，今年度から開講しているコンピュ
ータ科学入門の講義実践事例を中心内容とした
ものである．福井高専は今年度から，工学基礎
コースを導入しており，それに伴い第 1学年は
混合学級となっている．コンピュータ科学入門
は，そうした中で開講された学科によらない情
報処理教育である．聴衆の興味は，講義内容よ
りも混合学級の導入にあったようである． 
 
我々の発表を含み，福井工業高等専門学校か
らの発表は 3件，また，他高専教員との共著者
としての発表が 1件，併せて 4件の福井高専関
係者による発表があった． 
 
３．特別講演会 [1][2] 
 
研究発表会後，以下の①および②の 2件の特別
講演があった．本節では，その 2講演について
記す． 
 
① 京都大学大学院情報学研究科  
             教授 富田眞治 氏 
「マイクロプロセッサの構成方式の現状と将来」 
 
② 広島大学情報メディア教育研究センター  
             教授 相原玲二 氏 
「地域活性化と新たな Valueの創出 
～超高速テストベッドネットワーク JGNⅡの利活用」 
 
講演①は，1970年代からこれまでの各年代に
おけるマイクロプロセッサの変遷についての話
からはじまり，マイクロプロセッサの構成方式
の詳細な説明，更には，現代のスーパーコンピ
ュータの比較にわたる最新システムの動向も含
む講演であった． 
講演②では，演題にある超高速テストベッド
ネットワーク JGNⅡを実際に用いた遠隔形式
の講演がおこなわれた．写真 1の左端（スクリ
ーンの左）に移っている方が HDV カメラを操
作し，会場の映像を講演者に送信している．こ
の講演では，対話および質疑応答がおこなわれ，
双方向型の講演を実現していた． 
 
 
写真 1：JGNⅡによる遠隔講演 
 
４．懇親会 
 
 特別講演会後，18時から松江東急インにおい
て懇親会が催された．懇親会は 2時間程度でお
こなわれた.全国高等専門学校から多数の参加
者があり，情報処理教育のみならず，独立行政
法人化後の他高専の現状・取り組み，今後の予
定・方針などの情報交換ができた．懇親会は立
食形式（図 2参照）であり，忌憚のない意見交
換ができる雰囲気がつくられていた 
また，この懇親会には（株）アルク教育社，
マイクロソフト（株）など教育支援ソフトを開
発している多数の会社の方々も参加しており，
多くの有意義な情報を得ることができた． 
 
写真 2：懇親会 
 
５．見学研修会 
 
研究発表会の翌日には，見学研修会が予定され
ていたが，様々な都合を考慮して不参加で申し
込みしていた．見学研修会の場所は，ソフトビ
ジネスパーク島根 [4] であった．この中核施設は，
産学官の連携（図１）が取れるようになってい
る． 
 
 
図１：ソフトビジネスパーク島根 
 
見学研修会後，希望者には出雲大社の観光が計
画されていた． 
 
６．まとめ 
 
 情報処理教育研究発表会に参加し，発表する
ことにより，有益であった 3点について以下に
挙げる． 
 
i) コンピュータ科学入門の講義内容に関する再
チェック 
ii) 他高専の様々な取り組みに関する発表 
iii) 他高専教員や企業の方々との有意義な意見交換 
 
 全国高専から多くの参加者（写真３）があり，
情報交換の場として非常に良い機会を得た．今
後もこのような機会があれば，積極的に参加し
ていきたい． 
 
 
写真３：参加者の集合写真 
 
最後に，研究発表会参加にあたり様々な形で支
援していただいた福井工業高等専門学校総合情
報処理センタースタッフ一同に感謝いたします． 
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